
様式１（主な取組）

【 098-866-2410 】担当部課 【連絡先】 土木建築部海岸防災課 関連URL －

　自然環境に配慮しながら、地域の特性に応じた海
岸保全施設を整備する。

県

自然環境に配慮し地域の特性に応じた海岸保全施設の整備

整備延長（累計）

0.2km 0.3km（0.5km） 0.3km（0.8km）

１　取組の概要（Plan）

主な取組（アクティビティ）
実施
主体

年度別計画

活動指標（アウトプット）

R4 R5 R6

主な取組 自然環境に配慮した海岸の整備 対応する成果指標 自然保護区域面積（海域）

施策の方向
・自然豊かな海岸を有する地域の海岸整備においては、防災機能の発揮に加え、生物の多様性や環境の保全・再生に視点を置きつつ、環境調査結
果に基づく地域特性に応じた整備に取り組みます。

「主な取組」検証票

施策展開 1-(3)-ア 海洋島しょ圏としてのSDGｓへの貢献
施 策 ①海洋保護区と総合的な沿岸管理の推進

施策の小項目名 ○環境調査結果に基づく地域特性に応じた海岸整備
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様式１（主な取組）

（1）取組の進捗状況 （単位：千円）

活動概要

順調

R3年度 実績値(A) 目標値(B)
達成割合

A/B 　金武湾港海岸（ギンバル地区）や中城湾港海岸
（豊原地区）等において、自然環境に配慮し地域
の特性に応じた海岸保全施設の整備 （L=約
0.2km）を実施した。

0.3km 0.3km 0.2km 0.2km 100.0%

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　中城湾港海岸（豊原地区）等において、護岸工（L=約70m）
を実施し、自然環境に配慮し地域の特性に応じた海岸保全施設
の整備に取り組んだ。

　川平海岸等において、護岸工（L=約70m）等を実施し、自然
環境に配慮し地域の特性に応じた海岸保全施設の整備に取り組
む。

活動指標名 整備延長（累計） R4年度
進捗状況

実績値

R2年度

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ハード）

直接実施 30,605 71,000
一括交付金
（ハード）

直接実施 119,203

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

令和4年度活動内容 令和5年度活動計画

　金武湾港海岸（ギンバル地区）において養浜工（L=約100m）
等の整備を実施し、令和４年９月に当該海岸を供用開始した。

　伊佐海岸、兼久海岸において、護岸工（計：L=80m）を実施
し、自然環境に配慮し地域の特性に応じた海岸保全施設の整備
に取り組む。

予算事業名 港湾海岸事業費 予算事業名 海岸事業費

実施方法 当初予算額

一括交付金
（ハード）

直接実施 527,799 315,141 内閣府計上 直接実施 220,000

主な財源 実施方法
R3年度 R4年度 R5年度

決算額 決算見込額 主な財源

２　取組の状況（Do）

予算事業名 港湾海岸環境整備事業費 予算事業名 海岸メンテナンス事業費
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様式１（主な取組）

 (２)これまでの改善案の反映状況

４　取組の改善案（Action）３　取組の検証（Check）

類型 内容 類型 内容

⑦ その他(改善余地
の検証等)

　自然豊かな海岸を有する地域では、事業を実施する海岸で
それぞれ異なる特性を持った環境および周辺に生息する生物
へ配慮した計画策定等が必要であり、地域のニーズに合った
海岸整備が求められる。

② 連携の強化・改善

　自然豊かな海岸を有する地域で事業を実施する際の事前環
境調査、事業中の環境調査および関係者との調整結果から、
必要とされる対策を実施する。

進捗状況の判定根拠、要因及び取組の効果

　令和４年度の整備延長については、目標値（L=0.2km）を達成したことから（実績値L=0.2km）、取組の進捗は順調と判断した。 
金武湾港海岸（ギンバル地区）の供用開始を行ったことで、県民および観光客が快適に利用できる自然景観と調和した沖縄らしい海岸整備を推進できた。

令和4年度の取組改善案 反映状況

・金武町が実施する海浜公園整備事業と海岸環境整備事業に遅れが生じないよう、金
武町と定期的な工程管理等を実施する。 
 
・海岸事業においては、自然豊かな海岸を有する地域で事業を実施する際の事前環境
調査、事業中の環境調査および関係者との調整結果から、必要とされる対策を実施す
る。

・金武町と定期的な工程管理等を実施することで、金武湾港海岸（ギンバル地区）の供用
開始を令和４年度に行うことができた。 
 
・環境調査および関係機関調整等を実施し、自然環境に配慮し地域の特性に応じた海岸保
全施設の整備に取り組んだ。
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